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大
学
４
年
生
に
と
っ
て
学
生
生
活

は
残
り
３
カ
月
余
り
と
な
っ
た
。
学

業
や
課
外
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
そ

し
て
進
路
選
択
・
就
職
活
動
（
就

活
）
と
、
学
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

時
間
を
渋
谷
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
、
成
長
を
し
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
歩
ん
で

き
た
道
は
ど
の
よ
う
な
未
来
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

大
手
都
市
銀
行
か
ら
内
定
を
受
け

た
石
戸
明
日
香
さ
ん
（
経
４
）
は
、

「
留
学
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
異
な
る

環
境
が
刺
激
に
な
っ
た
。
大
学
生
活

は
向
上
心
や
自
信
を
与
え
て
く
れ
、

世
界
が
広
が
っ
た
こ
と
が
就
活
の
結

果
に
も
結
び
つ
い
た
」
と
話
す
。
製

菓
大
手
ブ
ル
ボ
ン
に
進
む
濱
田
将
吾

さ
ん
（
法
４
）
は
「
部
活
の
軟
式
野

球
で
、
挫
折
を
乗
り
越
え
全
国
大
会

に
出
場
し
た
体
験
が
大
き
い
。
副
主

将
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
周
囲
の
声
に

耳
を
傾
け
る
よ
う
自
分
を
変
え
る
こ

と
も
で
き
た
」
と
振
り
返
る
。

　

成
長
を
遂
げ
た
２
人
は
、「
内
定

者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
就
活
に

悩
む
後
輩
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
２
人
が
獲
得
し
た
「
心
の

成
長
」
は
就
活
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今

後
の
人
生
に
大
い
な
る
広
が
り
を
も

た
ら
す
は
ず
だ
。 【
４
、
５
面
詳
報
】

国
学
院
で
の
学
び
集
大
成

４
年
の
収
穫
は

「
心
の
成
長
」

ジ
タ
ル
空
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
間

を
渡
り
歩
く
と
い
う
。
筆
者
か
ら
す
れ

ば
至
難
の
業
の
よ
う
に
も
思
え
る
こ
と

だ
▼
年
の
瀬
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
今
年

の
新
語
・
流
行
語
大
賞
は
「
イ
ン
ス
タ

映
え
」
と
「
忖
度
」
が
選
ば
れ
た
。
写

真
共
有
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は

個
人
の
記
録
と
し
て
写
真
の
投
稿
を
楽

し
む
人
も
い
れ
ば
、
他
者
か
ら
の
反

応
、
見
栄
え
を
意
識
す
る
「
イ
ン
ス
タ

映
え
」
を
狙
う
人
も
多
い
と
か
▼
中
に

は
、
そ
う
し
た
背
伸
び
や
周
囲
の
反
応

に
嫌
気
を
覚
え
る
「
イ
ン
ス
タ
疲
れ
」

と
い
う
現
象
ま
で
生
ま
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
人
間
の
欲
求
と
し
て
周
囲
か

ら
の
共
感
や
反
応
は
ど
う
し
て
も
気
に

な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
少
し
行
き
過

ぎ
で
は
な
い
か
▼
も
う
一
つ
の
流
行
語

「
忖
度
」
も
然
り
。
他
人
の
思
考
や
顔

色
を
必
要
以
上
に
意
識
し
す
ぎ
る
１
年

だ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

米
ア
ッ
プ
ル
が
平
成
19
年
に
初
め
て

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
を
発
売
し
て
か
ら
今
年

で
10
年
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
は
全
世
界
で
急
速
に
普
及
し
て
き

た
。
10
年
前
は
、
今
の
大
学
生
の
大
半

が
ま
だ
小
学
生
。
あ
る
学
生
は
「
小
さ

い
頃
か
ら
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
が
普

通
」
と
話
す
が
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
だ

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
わ
な
い
学
生
は
、
今
や
少
数
派

だ
ろ
う
。
文
章
や
写
真
、
動
画
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
投
稿
し
共
感
し
あ
う
。
そ
こ
に
は

喜
怒
哀
楽
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
入
り
乱

れ
る
▼
若
者
た
ち
の
人
間
関
係
は
、
ス

マ
ホ
の
中
に
複
雑
に
広
が
る
。
15
人
ほ

ど
の
学
生
に
聞
い
た
が
、
多
く
の
学
生

が
人
格
と
も
い
う
べ
き
ア
カ
ウ
ン
ト
を

複
数
使
い
、
実
社
会
の
人
間
関
係
と
デ

　

「
研
究
開
発
推
進
機
構
」（
井
上
順
孝
機
構
長
）
の
発
足
10
周
年

記
念
公
開
学
術
講
演
会
が
11
月
25
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
機
構
と
縁
の
深
い
研

究
者
に
よ
る
講
演
に
来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
「
10
年
の
蓄
積
」

を
振
り
返
っ
た
。

　

開
会
の
辞
で
井
上
機
構
長
が
「
今
回
は
機
構
の
特
色
の
一
つ
で
あ

る
神
道
と
国
学
院
大
学
博
物
館
に
関
連
し
た
講
演
を
計
画
し
た
」
と

挨
拶
。
続
い
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ヘ
レ
ン
・
ハ
ー
デ
カ
教
授
が

「
英
語
圏
に
お
け
る
神
道
研
究
の
い
ま
」、
本
学
の
小
林
達
雄
名
誉

教
授
が
「
縄
文
の
哲
学
思
想
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
若
木
タ
ワ
ー
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で
同
機
構

10
周
年
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
挨
拶
に
立
っ
た
赤
井
益
久
学
長
が
「
研

究
の
礎
と
な
り
、
教
育
の
花
を
咲
か
せ
る
牽
引
役
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。 

【
２
面
関
連
記
事
】

研究開発推進機構10周年講演会

研究の蓄積を振り返る

研究開発推進機構10周年記念公開学術講演会
で講演するハーバード大のハーデカ教授
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彬子女王殿下
収穫した新米のお食事会にご出席

　彬子女王殿下（本学特別招聘教授）が総裁
を務められる一般社団法人心游舎と本学の 
共催による「新潟コメ作りワークショップ」
の食事会が12月６日に本学で行われた。
　同ワークショップでは、新潟市内で５月に
田植え、６月、 ８月に草取り、９月に稲刈り
を行ってきた。食事会には、彬子女王殿下が
ご出席になり、坂口𠮷一理事長以下役教職
員、学生16人と、収穫した新米をお召し上
がりになった。
　彬子女王殿下は「（お米作りを通して）そ
れぞれの学生が何かを感じるきっかけになり
幸いです」とお言葉を述べられた。神光輝紀
君（神文１）は「農作業を経験し、農家の大
変さやこうしてお米を食べられることの有難
さを感じた」と感想を語った。

五輪金メダリストと
駐日ウガンダ大使が来校

　12月４日、東アフリカのウガンダ共和国
からベティ・グレース・アケチーオクロ駐日
特命全権大使とロンドン五輪男子マラソンの
金メダリスト・スティーブン・キプロティチ
選手が来校し、坂口𠮷一理事長、赤井益久学
長らと面会した。
　キプロティチ選手は、前日に行われた福岡
国際マラソンで２位に入り、平成32年の東
京オリンピックのマラソンにウガンダ代表と
して出場することが決定した。双方からは五
輪に向けたサポートなどが話題に上ったほ
か、両国の懸け橋になるべく多面的な交流の
実現へ意見交換がなされた。

本学・国学院高校体育館が拠点
サンロッカーズ渋谷がユースを来春設立

　男子プロバスケットボール・Ｂリーグの「サ
ンロッカーズ渋谷」を運営する日立サンロッ
カーズ（千代田区）が、12月４日に本学及び国
学院高校の体育館を拠点に来年４月にユース
チームを立ち上げることを発表した。
　記者会見には、日立サンロッカーズの岡博
章社長、長谷部健渋谷区長、学校法人国学院
大学から坂口𠮷一理事長、佐栁正三常務理
事、津田栄国学院高等学校校長らが出席。坂
口理事長は「渋谷の体育館からプロ選手が輩
出されることを期待しています」と挨拶した。
　サンロッカーズ渋谷ユースは、U15が来年
４月時点で中学３年生以下、U12が来年４月
時点で小学６年生以下の男子が対象。来年２
月にクリニックとオープンスクールを開催す
るほか、３月に複数回のトライアウトで入会
者を決め４月から練習を始める予定。

　

本
学
の
研
究
開
発
推
進
機

構
（
井
上
順
孝
機
構
長
）
の

発
足
10
周
年
を
記
念
し
11
月

25
日
に
開
催
さ
れ
た
公
開
学

術
講
演
会
。
会
場
の
常
磐
松

ホ
ー
ル
に
は
多
く
の
聴
衆
が

詰
め
か
け
、
節
目
の
年
に
講

師
と
し
て
登
壇
し
た
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
の
ヘ
レ
ン
・
ハ
ー

デ
カ
教
授
と
本
学
の
小
林
達

雄
名
誉
教
授
の
講
演
に
耳
を

傾
け
た
。

　

ま
ず
、
ハ
ー
デ
カ
教
授
が

「
英
語
圏
に
お
け
る
神
道
研

究
の
い
ま
」
と
題
し
て
英
語

で
講
演
。
海
外
に
お
け
る
日

本
の
宗
教
研
究
に
つ
い
て
、

「
仏
教
研
究
は
進
ん
で
い
る

が
、
神
道
に
関
し
て
は
米
国

で
も
専
門
の
コ
ー
ス
を
持
つ

大
学
が
６
校
の
み
と
い
う
の

が
現
状
。
２
次
資
料
す
ら
入

手
し
づ
ら
い
状
況
の
中
で
、

研
究
開
発
推
進
機
構
が
『
神

道
事
典
』
を
英
訳
し
た
こ
と

は
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
」

と
評
価
。
今
後
の
神
道
研
究

に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
に

斎
行
さ
れ
る
大
嘗
祭
に
注
目

し
、「
千
年
以
上
続
い
て
き

た
世
界
で
最
も
古
い
と
思
わ

れ
る
皇
位
継
承
の
儀
式
。
観

察
・
記
録
・
検
証
・
保
存
を

行
う
こ
と
で
日
本
の
宗
教
・

文
化
に
関
す
る
研
究
を
効
果

的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

「
縄
文
の
哲
学
思
想
」
と

題
し
た
小
林
名
誉
教
授
の
講

演
で
は
、「
定
住
に
よ
っ
て

『
ム
ラ
』
の
生
活
を
始
め
た

縄
文
人
は
、
定
点
観
測
に
よ

っ
て
新
た
な
展
開
を
迎
え

た
。
自
然
を
対
象
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
縄
文
人
的
な
心

が
芽
生
え
た
」「
１
万
年
も

続
い
た
縄
文
文
化
の
特
徴
で

あ
る
火
焰
型
土
器
に
は
、
器

と
し
て
は
無
用
の
長
物
で
あ

る
突
起
が
付
く
。
彼
ら
は

『
腹
の
足
し
』
に
は
な
ら
な

い
が
『
心
の
足
し
』
に
な
る

も
の
を
作
っ
て
い
た
」
な

ど
、
縄
文
人
の
姿
が
紹
介
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、「
冬
に
山

眠
る
、
春
に
山
笑
う
と
い
っ

た
日
本
的
な
自
然
観
の
中
に

縄
文
人
の
心
が
息
づ
い
て
い

る
。
そ
の
思
考
が
（
混
迷
を

深
め
る
）
世
界
の
行
く
末
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
重
要
な

要
素
に
な
る
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

　

講
演
会
後
の
祝
賀
会
で
井

上
機
構
長
は
「
国
学
院
大
学

の
力
を
発
揮
し
続
け
る
拠
点

で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
、
機
構
の
設
立
準
備
段

階
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
阪
本

是
丸
・
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
長
は
「
ま
す
ま
す
本
学

の
た
め
に
尽
力
し
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
選
手
が
引
退
し
た
後

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し

て
本
学
と
一
般
社
団
法
人
日
本
プ

ロ
野
球
選
手
会
（
大
島
洋
平
理
事

長
）
は
11
月
21
日
、
人
間
開
発
学

部
健
康
体
育
学
科
へ
の
特
別
選
考

入
試
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
。
選
手
会
が
大
学
と
同
種
協
定

を
結
ぶ
の
は
初
め
て
だ
が
、
本
学

は
平
成
25
年
に
公
益
社
団
法
人
日

本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
リ

ー
グ
）
と
締
結
し
、
こ
れ
ま
で
に

２
人
が
入
学
し
て
い
る
。

　

同
協
定
は
、
プ
ロ
経
験
を
生
か

し
教
員
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し

て
球
界
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材

育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
教
職

課
程
の
履
修
な
ど
を
条
件
に
、
入

学
金
と
４
年
間
の
学
費
を
本
学
が

合
格
者
に
給
付
す
る
。
赤
井
益

久
学
長
は
「
セ
カ

ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を

歩
む
選
手
に
、
新

た
な
環
境
や
チ
ャ

ン
ス
を
提
供
し
た

い
。
本
学
の
学
生

に
も
良
い
刺
激
に

な
る
」
と
話
し
、

大
島
理
事
長
は

「
新
し
い
可
能
性

が
出
て
き
た
」
と

喜
び
を
述
べ
た
。

　

選
手
会
に
よ
る

と
、
引
退
す
る
プ

ロ
野
球
選
手
は
年

間
１
０
０
人
以

上
。
若
手
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
７
割
前
後

が
引
退
後
に
不
安

を
感
じ
る
と
回
答

す
る
な
ど
、
セ
カ

ン
ド
キ
ャ
リ
ア
対

策
が
急
務
と
さ
れ

て
い
る
。

プロ経験生かす教員養成へ
プロ野球選手会と特別選考入試協定を締結
協
定
に
調
印
し
た
赤
井
益
久
学
長（
左
か
ら
２
番

目
）と
日
本
プ
ロ
野
球
選
手
会
の
大
島
洋
平
理
事

長（
同
３
番
目
）

ハ
ー
デ
カ
教
授
ら
が
熱
弁

研
究
開
発
推
進
機
構

10
周
年
学
術
講
演
会

「
縄
文
の
哲
学
思
想
」と
題
し
て
講
演
し
た
本
学
の
小
林
達
雄
名
誉
教
授
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日
本
芸
術
院
は
30
日
、
芸
術
活
動

で
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

人
間
国
宝
で
大
蔵
流
狂
言
師
の
山
本

東
次
郎
さ
ん
（
昭
36
卒
・
69
期
文
）

ら
８
人
を
新
会
員
に
選
ん
だ
と
発
表

し
た
。
12
月
15
日
付
で
林
芳
正
文
部

科
学
相
が
発
令
す
る
。

　

本
学
卒
業
生
で
会
員
に
選
ば
れ
る

の
は
、
歌
人
の
岡
野
弘
彦
名
誉
教

授
、
能
楽
の
友
枝
昭
世
さ
ん
（
昭
37

卒
・
70
期
文
・
人
間
国
宝
）
に
続
い

て
３
人
目
と
な
る
。

山
本
東
次
郎
さ
ん

日
本
芸
術
院
会
員
に

高校生対象２コンテスト
受賞者が決定
創作　文科大臣賞は
横浜翠嵐高校
　国学院大学・高校生新聞社主催「第21回
全国高校生創作コンテスト（以下、創作）」
「第13回『地域の伝承文化に学ぶ』コンテ
スト（以下、伝承）」の受賞者が決定した。
　今年は過去最多となる２万件（両コンテス
ト作品総数）に迫る作品が全国の高校から寄
せられ、創作の文部科学大臣賞には、横浜翠
嵐高校が、伝承の折口信夫賞には利根商業高
校パソコン部が選ばれた。12月３日、渋谷
キャンパスで表彰式が行われ、両コンテスト
の審査員と受賞者が一堂に会した。受賞者一
覧は次号詳報予定。

　

20
回
目
を
迎
え
た
大
蔵
流
山
本
東

次
郎
家
に
よ
る
狂
言
鑑
賞
会
「
狂
言

の
会
」
が
11
月
21
、
22
の
両
日
、
た

ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
節
目
の
年
を
記
念
し
て
、
狂
言

の
最
難
曲
と
さ
れ
る
「
花
子
（
は
な

ご
）
」
＝
写
真
＝
が
演
じ
ら
れ
た
。

上
演
後
に
は
山
本
東
次
郎
さ
ん
（
昭

36
卒
・
69
期
文
）
に
よ
る
解
説
も
あ

り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
「
能
楽
」
の
一
翼
を
担

う
狂
言
の
世
界
を
堪
能
し
た
。

　

「
狂
言
の
会
」
は
人
間
国
宝
に
認

定
さ
れ
て
い
る
東
次
郎
さ
ん
の
一
門

の
協
力
で
続
い
て
お
り
、
古
典
芸
能

に
触
れ
る
好
機
と
し
て
地
元
か
ら
も

歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
抽
選
に
よ
っ
て

２
日
間
で
８
０
０
人
を
招
待
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、「
花
子
」
が

演
じ
ら
れ
る
と
あ
っ
て
約
１
２
０
０

通
も
応
募
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
人
気

の
高
さ
を
証
明
し
た
。

　

初
日
に
「
神
鳴
」「
口
真
似
」

「
花
子
」、
２
日
目
に
「
目
近
」「
腹

不
立
」「
節
分
」
の
計
６
番
組
を
上

演
。
初
日
の
開
演
に
先
立
ち
、
文
教

大
学
の
田
口
和
夫
名
誉
教
授
が
「
狂

言
の
昔
と
今　

そ
の
十
九
」
と
題
し

て
講
演
。「
花
子
」
を
中
心
に
資
料

を
用
い
て
２
日
間
の
番
組
を
解
説
し

た
。
２
日
目
は
、
地
元
小
学
校
の
６

年
生
約
４
０
０
人
が
招
か
れ
、
国
語

の
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る
「
柿
山

伏
」
を
鑑
賞
。「
蝸
牛
」
の
囃
子
を

全
員
で
謡
う
な
ど
〝
お
楽
し
み
〞
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
鑑
賞
し
た
男
子

児
童
は
「
あ
ん
な
に
声
が
出
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
舞
台
に
は
想
像
力

を
働
か
せ
る
仕
掛
け
が
多
く
て
び
っ

く
り
し
た
」
と
感
心
し
て
い
た
。

　

東
次
郎
さ
ん
は
「
皆
様
の
お
か
げ

で
20
回
を
迎
え
た
。
１
年
に
６
番
や

っ
て
き
た
の
で
１
２
０
番
も
演
じ

た
」
と
感
慨
深
そ
う
に
振
り
返
り
、

締
め
と
し
て
狂
言
小
舞
「
海
道
下

り
」
を
披
露
し
た
。

第
20
回
記
念 

狂
言
の
会 「
花
子
」を
特
別
上
演

スポーツを通じ地域住民と交流 スポーツフェスティバル
　11月26日、たまプラーザキャンパス
で人間開発学部地域ヘルスプロモーショ
ンセンター主催の「第３回地域交流スポ
ーツフェスティバル」が行われた。
　「スポーツ科学を、もっと身近に」を
テーマに、本学教員と人間開発学部生が
企画。地域住民を対象に、体力測定や栄
養・体組成チェック、最新のスポーツテ
クノロジーを使用した動作分析などが行われた。また、球技場が自由解放され、
澄み渡る秋空の下、参加者は思い思いに体を動かした。

2氏に学位記を授与
　国学院大学は、学位申請のあった吉岡孝・
文学部准教授、烏谷知子・昭和女子大学教授
に対し、審査の結果、学位を授与することを
決定した。授与式は12月６日に渋谷キャン
パス若木タワー会議室05で行われ、赤井益
久学長から学位記が贈られた。
◎博士（歴史学）＝吉岡孝氏
　吉岡氏の学位論文は「八
王子千人同心における身
分越境―百姓から御家人へ
―」。主査は根岸茂夫・文
学部教授。副査は上山和雄
・大学院客員教授、佐藤孝
之・同兼任講師・東京大学史料編纂所教授、
谷口眞子・早稲田大学教授。
◎博士（文学）＝烏谷知子氏
　烏谷氏の学位論文は「上
代文学の伝承と表現」。主
査は、谷口雅博・文学部准
教授、豊島秀範・同教授、
土佐秀里・同准教授、及
川智早・帝塚山学院大学教
授。

サッポロビール、JRAと地域連携講座
　今年６月に締結した本法人とサッポロホールディン
グスとの包括連携協定に基づく取り組みの一環とし
て、11月29日にエビスビール記念館の端田晶館長＝
写真＝による地域連携講座が開かれた。「明治期のビ
ール国産化」をテーマに明治初期、西洋文明を象徴す
るビールの国産化に尽力した人々の歴史を紹介した。
　また、22日には、日本中央競馬会との連携講座が開
催され、第１部でフリーアナウンサーの矢野吉彦氏と
原山実子氏が「競馬と鉄道」と題して、第２部では「馬から見る日本史」と題し
てJRA競馬博物館学芸員の秋永和彦氏がそれぞれ講演した。

皇学館大学と連携し古事記学研究会
　「皇学館大学連携　
古事記学研究会」が
11月19日に渋谷キャ
ンパス３号館3307教
室で行われた。同会は
文部科学省平成28年
度「私立大学研究ブラ
ンディング事業」タイ
プB（世界展開型）に採択された「『古事記学』の推進拠点形成―世界と次世代
に語り継ぐ『古事記』の先端的研究・教育・発信―」の研究事業の一環。研究協
定を結ぶ皇学館大学の遠藤慶太准教授が「垂仁紀の祭祀伝承　イニシキイリヒコ
をめぐって」と題して発表した。
　本学の谷口雅博・古事記学センター長・文学部准教授、笹生衛・神道文化学部
教授がコメンテーターとなり、渡邉卓・研究開発推進機構助教の司会で３時間半
にわたって活発な発表と討論が交わされた。

国内外の研究者が意見交換―国際研究フォーラム
　11月26日、日本文化研究所と
古事記学センターが主催する国際
研究フォーラム「日本の宗教はど
う教えられているか」が開催され
た。世界の中で、日本の宗教は実
際にどのように教えられ、また教
えることができるのかという課題
に対して、テュービンゲン大学日
本学科のダーヴィッド・ヴァイス
氏ら国外の学生を対象とした授業の経験を持つ６人の講師が教育方法や現状にお
ける問題点などを報告し意見交換が行われた。
　全体討議では、学生に対する評価方法やメディアの活用状況などについて、聴
講者から活発な質問が投げかけられた。

訃 報  髙𣘺元法人事務局長 逝去
　元法人事務局長の髙𣘺茂信氏が11月18日に逝去。84歳。納棺は20日、葬場祭
は21日に執り行われた。喪主は長男の茂嗣氏。
　髙𣘺氏は昭和８年生まれ。31年本学文学部卒業。日光二荒山神社を経て33年
本学事務局神道研修部書記見習。52年総務部校友課長、59年神道研修部事務室
事務長、平成３年総務部次長、４年総務部長、８年法人参事・法人事務局長など
を歴任。11年定年退職。
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ア
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イ
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培
っ
た
経
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支
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ま
し
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活
の
軟
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野
球
を
通
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相
手
の
立
場
を
考
え
る
心
が

身
に
つ
き
ま
し
た

業界セミナー業界セミナー業界セミナー

4平成29年 12月 10日㈰　No. 663 特 集5 平成29年 12月 10日㈰　No. 663特 集

単
な
る
負
け
ず
嫌
い
で
は
な
く
向
上
心
と
自
信
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
私
」。

他
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
「
私
」。

志
望
し
た
企
業
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
た

石
戸
明
日
香
さ
ん
（
経
４
）
と
濱
田
将
吾
さ
ん
（
法
４
）
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
４
年
間
の
中
で
成
長
を
し
た
の
か
。

２
人
に
４
年
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

２
人
の
４
年
生
に

学
生
生
活
の
軌
跡
を
聞
く

国学院で成長した「私」

　

「
野
球
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学

　

「
野
球
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
成
長
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
４

び
、
成
長
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
４

年
の
学
生
生
活
を
振
り
返
る
。
様
々
な
学

年
の
学
生
生
活
を
振
り
返
る
。
様
々
な
学

び
や
部
活
な
ど
を
通
じ
、「
相
手
の
立
場

び
や
部
活
な
ど
を
通
じ
、「
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
る
ク
セ
を
習
得
で
き
た
」

に
な
っ
て
考
え
る
ク
セ
を
習
得
で
き
た
」

と
い
う
日
々
を
、「
思
い
通
り
の
学
生
生

と
い
う
日
々
を
、「
思
い
通
り
の
学
生
生

活
だ
っ
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

活
だ
っ
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

　

高
校
ま
で
硬
式
野
球
に
打
ち
込
ん
だ

　

高
校
ま
で
硬
式
野
球
に
打
ち
込
ん
だ

が
、「
野
球
は
そ
こ
ま
で
」
と
決
め
て
い

が
、「
野
球
は
そ
こ
ま
で
」
と
決
め
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
軟
式
野
球
部
の
練
習
に

た
。
と
こ
ろ
が
、
軟
式
野
球
部
の
練
習
に

誘
わ
れ
、
意
識
高
く
プ
レ
ー
す
る
先
輩
の

誘
わ
れ
、
意
識
高
く
プ
レ
ー
す
る
先
輩
の

姿
に
魅
了
さ
れ
入
部
を
決
意
。
故
障
で
投

姿
に
魅
了
さ
れ
入
部
を
決
意
。
故
障
で
投

球
で
き
な
く
な
り
、
練
習
に
汗
を
流
す
チ

球
で
き
な
く
な
り
、
練
習
に
汗
を
流
す
チ

ー
ム
メ
イ
ト
を
眺
め
な
が
ら
の
ラ
ン
ニ
ン

ー
ム
メ
イ
ト
を
眺
め
な
が
ら
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
悔
し
い
思
い
も
し
た
。
し
か
し
、
ひ

グ
に
悔
し
い
思
い
も
し
た
。
し
か
し
、
ひ

た
む
き
な
努
力
が
報
わ
れ
て
２
年
の
夏
に

た
む
き
な
努
力
が
報
わ
れ
て
２
年
の
夏
に

全
国
大
会
の
マ
ウ
ン
ド
を
踏
む
こ
と
が
で

全
国
大
会
の
マ
ウ
ン
ド
を
踏
む
こ
と
が
で

き
、「
あ
の
体
験
は
大
き
か
っ
た
」。

き
、「
あ
の
体
験
は
大
き
か
っ
た
」。

　

逆
境
を
乗
り
越
え
る
強
い
心
を
獲
得
し

　

逆
境
を
乗
り
越
え
る
強
い
心
を
獲
得
し

た
と
同
時
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
ん
じ

た
と
同
時
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
ん
じ

る
野
球
を
通
じ
て
「
他
人
の
声
を
聞
く
大

る
野
球
を
通
じ
て
「
他
人
の
声
を
聞
く
大

切
さ
」
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

切
さ
」
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
年
時
に
は
副
主
将
を
任
さ
れ
、
意
見
が

３
年
時
に
は
副
主
将
を
任
さ
れ
、
意
見
が

食
い
違
っ
た
際
に
他
の
部
員
を
交
え
て
着

食
い
違
っ
た
際
に
他
の
部
員
を
交
え
て
着

地
点
を
探
る
な
ど
、
互
い
が
配
慮
し
合
っ

地
点
を
探
る
な
ど
、
互
い
が
配
慮
し
合
っ

て
良
い
空
気
を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
大
切

て
良
い
空
気
を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
。

さ
を
学
ん
だ
。

　

部
活
の
幹
部
を
務
め
た
こ
と
で
、
体
育

　

部
活
の
幹
部
を
務
め
た
こ
と
で
、
体
育

祭
本
部
役
員
と
し
て
企
業
と
の

祭
本
部
役
員
と
し
て
企
業
と
の

渉
外
担
当
を
受
け
持
つ
と
い
う

渉
外
担
当
を
受
け
持
つ
と
い
う

貴
重
な
経
験
も
積
め
た
。
戸
惑

貴
重
な
経
験
も
積
め
た
。
戸
惑

い
な
が
ら
も
役
割
を
完
遂
で
き

い
な
が
ら
も
役
割
を
完
遂
で
き

た
の
は
、
前
年
に
渉
外
を
担
当

た
の
は
、
前
年
に
渉
外
を
担
当

し
た
先
輩
か
ら
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
先
輩
か
ら
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

の
お
か
げ
。「
昼
頃
は
担
当
者
不
在
の
こ

の
お
か
げ
。「
昼
頃
は
担
当
者
不
在
の
こ

と
が
多
く
、
夕
方
６
時
を
過
ぎ
る
と
帰
宅

と
が
多
く
、
夕
方
６
時
を
過
ぎ
る
と
帰
宅

し
て
し
ま
う
こ
と
も
」
と
い
う
忠
告
を
聞

し
て
し
ま
う
こ
と
も
」
と
い
う
忠
告
を
聞

き
、
勝
手
な
思
い
込
み
で
連
絡
を
取
ろ
う

き
、
勝
手
な
思
い
込
み
で
連
絡
を
取
ろ
う

と
し
て
い
た
自
分
に
気
付
か
さ
れ
た
。
十

と
し
て
い
た
自
分
に
気
付
か
さ
れ
た
。
十

人
十
色
の
考
え
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自

人
十
色
の
考
え
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自

分
の
世
界
が
広
が
る
感
覚
を
得
た
。
多
様

分
の
世
界
が
広
が
る
感
覚
を
得
た
。
多
様

な
考
え
方
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、
新
た

な
考
え
方
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、
新
た

な
自
分
を
確
立
で
き
た
の
だ
。

な
自
分
を
確
立
で
き
た
の
だ
。

　

友
人
よ
り
早
め
に
動
き
出
し
た
就
職
活

　

友
人
よ
り
早
め
に
動
き
出
し
た
就
職
活

動
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
機
会
も
多

動
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
機
会
も
多

か
っ
た
。「
自
分
は
こ
う
考
え
て
い
る
け

か
っ
た
。「
自
分
は
こ
う
考
え
て
い
る
け

ど
、
他
の
人
は
ど
う
か
」
と
〝
相
手
の
立

ど
、
他
の
人
は
ど
う
か
」
と
〝
相
手
の
立

場
〞
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

場
〞
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
生
き
た
証
拠
。

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
生
き
た
証
拠
。

１
年
生
の
６
月
に
志
望
を
固
め
た
食
品
業

１
年
生
の
６
月
に
志
望
を
固
め
た
食
品
業

界
か
ら
の
内
定
と
い
う
形
で
実
を
結
ん

界
か
ら
の
内
定
と
い
う
形
で
実
を
結
ん

だ
。
だ
。

　

「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
や
内
定
者
ア

　

「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
や
内
定
者
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が

ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
」

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
」

と
本
学
の
暖
か
み
も
実
感
。
４
年
の
学
び

と
本
学
の
暖
か
み
も
実
感
。
４
年
の
学
び

は
「
人
対
人
の
営
業
職
と
し
て
働
く
上
で

は
「
人
対
人
の
営
業
職
と
し
て
働
く
上
で

大
切
な
も
の
を
与
え
て
く
れ
た
」
と
語
り

大
切
な
も
の
を
与
え
て
く
れ
た
」
と
語
り

な
が
ら
、
暖
か
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

な
が
ら
、
暖
か
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

自
分
の
成
長
を
か
み
し
め
て
い
る
。

自
分
の
成
長
を
か
み
し
め
て
い
る
。

さん（法４）
H A M A D A   S H O G O I S H I D O   A S U K A
濱田 将吾濱田 将吾 ブルボン内定先

　

も
と
も
と
が
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
。
そ

　

も
と
も
と
が
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
。
そ

れ
が
良
い
方
向
に
現
れ
、「
大
学
生
活
で

れ
が
良
い
方
向
に
現
れ
、「
大
学
生
活
で

世
界
が
広
が
り
、
自
分
を
変
え
ら
れ
た
」

世
界
が
広
が
り
、
自
分
を
変
え
ら
れ
た
」

と
話
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
、
留
学
、
ゼ
ミ
な

と
話
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
、
留
学
、
ゼ
ミ
な

ど
異
な
る
環
境
か
ら
刺
激
を
受
け
、「
向

ど
異
な
る
環
境
か
ら
刺
激
を
受
け
、「
向

上
心
と
自
信
」
と
い
う
逆
境
に
立
ち
向
か

上
心
と
自
信
」
と
い
う
逆
境
に
立
ち
向
か

う
す
べ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

う
す
べ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

「
も
っ
と
世
界
を
広
げ
た
い
」
と
２
年

　

「
も
っ
と
世
界
を
広
げ
た
い
」
と
２
年

生
で
始
め
た
衣
料
品
量
販
店
で
の
ア
ル
バ

生
で
始
め
た
衣
料
品
量
販
店
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
。
店
に
は
外
国
人
客
も
多
く
、
語
学

イ
ト
。
店
に
は
外
国
人
客
も
多
く
、
語
学

力
の
重
要
性
を
感
じ
て
カ
ナ
ダ
へ
の
留
学

力
の
重
要
性
を
感
じ
て
カ
ナ
ダ
へ
の
留
学

を
決
意
し
た
。
自
ら
計
画
し
、
初
め
て
の

を
決
意
し
た
。
自
ら
計
画
し
、
初
め
て
の

海
外
に
一
人
で
挑
戦
し
た
こ
と
は
大
き
な

海
外
に
一
人
で
挑
戦
し
た
こ
と
は
大
き
な

自
信
に
な
っ
た
。
異
な
る
価
値
観
に
触
れ

自
信
に
な
っ
た
。
異
な
る
価
値
観
に
触
れ

た
こ
と
で
、
直
面
す
る
課
題
を
ど
う
す
れ

た
こ
と
で
、
直
面
す
る
課
題
を
ど
う
す
れ

ば
ク
リ
ア
で
き
る
か
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

ば
ク
リ
ア
で
き
る
か
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

考
え
る
よ
う
に
な
れ
た
の
も
大
き
な
収
穫

考
え
る
よ
う
に
な
れ
た
の
も
大
き
な
収
穫

だ
。
だ
。    

　

十
数
人
の
中
で
紅
一
点
と
い
う
ゼ
ミ
の

　

十
数
人
の
中
で
紅
一
点
と
い
う
ゼ
ミ
の

環
境
も
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
。
最
初
は

環
境
も
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
。
最
初
は

遠
慮
が
ち
だ
っ
た
が
、
男
子
学
生
と
意

遠
慮
が
ち
だ
っ
た
が
、
男
子
学
生
と
意

見
を
戦
わ
せ
る
中
で
「
積
極
的
に
な
れ

見
を
戦
わ
せ
る
中
で
「
積
極
的
に
な
れ

た
」。
就
職
活
動
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

た
」。
就
職
活
動
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
自

プ
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
た
の

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
た
の

は
、
ゼ
ミ
で
の
経
験
が
生
き
た
証
拠
だ
。

は
、
ゼ
ミ
で
の
経
験
が
生
き
た
証
拠
だ
。

　

業
界
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
企
業
説
明
会
で

　

業
界
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
企
業
説
明
会
で

社
風
や
働
く
人
た
ち
の
雰
囲
気
を
知
る
う

社
風
や
働
く
人
た
ち
の
雰
囲
気
を
知
る
う

ち
に
、
金
融
業
界
に
惹
か
れ
た
と
い
う
。

ち
に
、
金
融
業
界
に
惹
か
れ
た
と
い
う
。

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
は
も
ち
ろ
ん
、

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
は
も
ち
ろ
ん
、

金
融
業
界
と
接
点
が
多
い
経
理
課
の
人
た

金
融
業
界
と
接
点
が
多
い
経
理
課
の
人
た

ち
も
相
談
に
の
っ
て
く
れ
、
本
学
特
有
の

ち
も
相
談
に
の
っ
て
く
れ
、
本
学
特
有
の

全
学
を
挙
げ
た
サ
ポ
ー
ト
態
勢
が
大
き
な

全
学
を
挙
げ
た
サ
ポ
ー
ト
態
勢
が
大
き
な

助
け
に
な
っ
た
。「
営
業
職
の
方
が
向
い

助
け
に
な
っ
た
。「
営
業
職
の
方
が
向
い

て
い
る
の
で
は
？
」
と
い
う
周
り
の
後
押

て
い
る
の
で
は
？
」
と
い
う
周
り
の
後
押

し
と
「
目
指
す
な
ら
高
い
と
こ
ろ
を
」
と

し
と
「
目
指
す
な
ら
高
い
と
こ
ろ
を
」
と

い
う
負
け
ず
嫌
い
な
気
持
ち
も
相
ま
っ
て

い
う
負
け
ず
嫌
い
な
気
持
ち
も
相
ま
っ
て

メ
ガ
バ
ン
ク
の
総
合
職
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

メ
ガ
バ
ン
ク
の
総
合
職
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
。
た
。

　

し
か
し
、
初
め
て
の
面
接
は
「
大
失
敗

　

し
か
し
、
初
め
て
の
面
接
は
「
大
失
敗

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
練
習
を
積
ん
だ

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
練
習
を
積
ん
だ

つ
も
り
が
、
い
ざ
本
番
に
な
る
と
「
内
定

つ
も
り
が
、
い
ざ
本
番
に
な
る
と
「
内
定

が
欲
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
焦
り
に
変

が
欲
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
焦
り
に
変

わ
り
、
い
つ
も
の
自
分
を
出
せ
ぬ
ま
ま

わ
り
、
い
つ
も
の
自
分
を
出
せ
ぬ
ま
ま

…
。
帰
り
の
電
車
で
は
涙
が
止
ま
ら
な
か

…
。
帰
り
の
電
車
で
は
涙
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
。
家
族
な
ど
の
支
え
も
あ
っ
た
が
、

っ
た
。
家
族
な
ど
の
支
え
も
あ
っ
た
が
、

こ
の
失
敗
で
「
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
」。

こ
の
失
敗
で
「
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
」。

決
め
手
と
な
っ
た
の
は
「
自
分
で
何
と
か

決
め
手
と
な
っ
た
の
は
「
自
分
で
何
と
か

し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
。
自
信
を
持

し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
。
自
信
を
持

つ
よ
う
心
が
け
、
バ
イ
ト
先
の
接
客
で
培

つ
よ
う
心
が
け
、
バ
イ
ト
先
の
接
客
で
培

っ
た
「
笑
顔
で
、
ハ
キ
ハ
キ
と
」
を
胸
に

っ
た
「
笑
顔
で
、
ハ
キ
ハ
キ
と
」
を
胸
に

面
接
へ
臨
む
と
、
初
対
面
の
担
当
者
と
の

面
接
へ
臨
む
と
、
初
対
面
の
担
当
者
と
の

会
話
も
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

会
話
も
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
結
果
が
つ
い
て
き
た
こ
と
で

っ
て
い
た
。
結
果
が
つ
い
て
き
た
こ
と
で

自
信
も
一
段
と
深
ま
っ
た
。

自
信
も
一
段
と
深
ま
っ
た
。

　

〝
自
由
〞
が
増
え
る
大
学
生
活
。
こ

　

〝
自
由
〞
が
増
え
る
大
学
生
活
。
こ

れ
か
ら
就
活
を
迎
え
る
後
輩
に

れ
か
ら
就
活
を
迎
え
る
後
輩
に

は
、「
自
分
で
行
動
す
る
こ
と

は
、「
自
分
で
行
動
す
る
こ
と

を
考
え
、
外
に
出
て
い
ろ
い
ろ

を
考
え
、
外
に
出
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
見
て
ほ
し
い
」
と
エ

な
こ
と
を
見
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

ー
ル
を
送
っ
た
。

さん（経４）石戸 明日香石戸 明日香大手都市銀行（総合職）内定先

「
相
手
の
立
場
で
考
え
る
」身
に
つ
く

逆
境
に
挑
む「
向
上
心
と
自
信
」

筆記試験突破への実力養成
ＳＰＩ非言語対策講座

　企業の９割
以上が導入し
ている適性検
査・筆記試験
の対策とし
て、自分の実
力に合わせて
選択できる集中講座、模擬試験、体験会など
を行います。合言葉は「偏差値60以上を目
指そう！」です。

２月14日（水）～16日（金）

採用担当者が伝える「面接」のコツ
模擬面接トレーニング

２月21日（水）～23日（金）

　就職活動
に お い て、
「面接」は避
けて通れませ
ん。慣れが重
要とはいうも
のの、個人で
は対策できない部分を現役採用担当者による
「メントレ」でカバーします。

就 

活

カ
レ
ン
ダ
ー

３月６日（火）～８日（木）

　本学学生を
採用する意欲
が高い企業・
団体を学内に
招き、採用担
当者から直接
話を聞くこと
ができます。個人で訪問するより効率的に企
業を知ることができ、「学内」という気安さか
らリラックスして話を聞くことができます。

学内で優良企業と出会えます
学内合同企業説明会

　キャリアサポート課など就職担当部署で
は、就活を勝ち抜くため様々なサポート態勢
を整えています。「困った･･･」そんな時に
は気軽に相談してください。

☎ 03・5466・0151キャリアサポート課

☎ 045・904・7704たまプラーザ事務課

☎ 03・5466・0152教職センター（渋谷）

☎ 03・5466・0155神道研修事務課

〝就勝〟へ強～い味方

水   12時～
月・火・木・金   14時～

　初めて経験
する就活に戸
惑う学生も多
いが、就活を
終えたばかり
の先輩に教え
てもらうのが
一番の解決策。キャリアサポート課には大手
優良企業や公務員に内定したアドバイザーが
常駐し、後輩の不安を解消してくれます。

分からないことを身近で解決
内定者アドバイザー制度

２月17日（土）午後

　志望先を決
め、企業から
も話は聞いた
けれど･･･残
業や給与など
人事担当者に
は聞きづらい
疑問も残りがち。ミスマッチによる早期離職
を防ぐためにも、実際に働くＯＢ・ＯＧから
のアドバイスは欠かせません。

〝本当のところ〟を教えてもらおう
ＯＢ・ＯＧアドバイス会

充実の就活サポート

時　代：縄文時代 
（後期・晩期） 

出土地：茨城県北相馬
郡利根町立木宮前 

立木貝塚、埼玉県さいたま市岩槻区 真福寺貝塚ほか 

　超自然的存在の形象化と考えられる縄文時代のヒト形

土製品。縄文時代草創期から作られますが、初期の土偶

は局地的な分布で普及せず、形態は顔や手足を排した胴

体の表現にとどまります。前期になると、板状土偶に顔

や手足の表現が加えられ、中期に立像化し、大型のもの

や土器と融合する例も現れます。後期に土器と土偶のハ

イブリッドが出現し、晩期に東北地方を中心に遮光器土

偶が広まります。 

展示案内：土偶は、博物館の常設展示（考古展示室）で
ご覧いただけます。 

ウェブサイト案内： 
 http://museum.kokugakuin.ac.jp/

No.8

今月の資料

土偶
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平
成
29
年
10
月
22
日
、

３
年
ぶ
り
の
衆
議
院
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
一
般

に
選
挙
戦
を
左
右
す
る
の
は

「
地ジ

盤バ
ン

」（
個
人
後
援
会
な

ど
の
集
票
組
織
）、「
看カ

ン

板バ
ン

」

（
知
名
度
）、「
鞄カ

バ
ン

」（
資
金

力
）
の
「
三
バ
ン
」
と
い
わ

れ
る
。
先
の
選
挙
で
も
、
弱

体
化
傾
向
と
は
い
え
他
党
よ

り
堅
い
自
民
党
の
地
盤
の
存

在
が
示
さ
れ
た
。
あ
る
自
民

党
大
物
議
員
も
、
政
治
家
と

し
て
堂
々
と
発
言
す
る
に
は

「
し
っ
か
り
し
た
後
援
会
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
全

て
」
と
語
っ
て
い
る
。
地
盤

形
成
は
現
代
政
治
家
に
と
っ

て
も
重
要
だ
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
政
党
、
政
治
家

の
地
盤
は
い
か
に
し
て
形

成
、
更
新
さ
れ
る
の
か
。
こ

の
点
を
歴
史
的
に
考
察
し
た

の
が
平
成
29
年
３
月
刊
行
の

拙
著
『
近
現
代
日
本
に
お
け

る
政
党
支
持
基
盤
の
形
成

と
変
容
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
）
で
あ
る
。
拙
著
で
は
戦

前
は
立
憲
政
友
会
、
戦
後
は

自
民
党
に
属
し
た
加
藤
鐐
五

郎
と
い
う
一
保
守
政
治
家
と

彼
の
地
盤
の
軌
跡
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

大
正
９
年
、「
政
治
道
徳

の
向
上
」
を
掲
げ
て
発
足
し

た
加
藤
の
個
人
後
援
会
は
、

大
正
14
年
の
普
通
選
挙
法
導

入
後
に
支
持
者
を
惹
き
付
け

る
た
め
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
。
ま
た
、
加
藤
は

「
政
治
と
生
活
」
を
高
唱
し

支
持
拡
大
に
努
め
、
業
界
団

体
と
も
結
び
つ
き
、
こ
れ
を

後
援
会
に
組
み
入
れ
た
。
加

藤
は
戦
前
は
も
ち
ろ
ん
、
太

平
洋
戦
争
中
で
す
ら
「
族
議

員
」
の
如
く
業
界
の
た
め
奔

走
し
た
。
公
職
追
放
で
一
度

キ
ャ
リ
ア
を
断
た
れ
た
後

も
、
加
藤
は
後
援
会
を
再
生

し
て
戦
後
政
界
へ
復
帰
す

る
。
復
帰
後
も
支
持
者
の
た

め
奔
走
を
続
け
、
昭
和
33
年

に
は
衆
議
院
議
長
に
上
り
詰

め
た
。
戦
前
に
生
ま
れ
、
そ

の
後
更
新
さ
れ
続
け
た
加
藤

の
地
盤
は
、
彼
を
通
じ
て
戦

後
の
自
民
党
の
地
盤
に
組
み

込
ま
れ
る
に
至
る
。

　

時
代
と
共
に
変
化
を
続
け

た
加
藤
と
そ
の
地
盤
の
軌
跡

は
、
日
本
近
現
代
史
の
み
な

ら
ず
、
現
代
政
治
を
考
え
る

上
で
も
参
考
に
な
ろ
う
。
ご

一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

政
治
家
の
地
盤
、 

そ
の
形
成
と
変
容

若木が丘
だより
文学部 助教

手塚 雄太

トインフォダイジェス 内容　 日にち　 時間　 場所　 対象　 申し込み　 料金　 問い合わせ
…… 在学生　 …… 卒業生　 …… 一般　 合合 …… 受験生

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

国学院大学修学支援奨学金 
（前期採用）を募集 
 支給金額30万円（２分割給費）
 現１～３年の学部学生で、勉学意欲
があり、経済的事由により修学困難
な学業・人物とも優秀な者
 平成30年１月31日㈬までに願書・要
項を事務局窓口で受け取り、３月19
日㈪・20日㈫の各事務時間内に文・
経済・法・神道文化学部生は学生生活
課、人間開発学部生はたまプラーザ
事務課へ出願。詳細は要項で確認を。
 ▶学生生活課 （☎03・5466・0145）
　▶たまプラーザ事務課
　 　（☎045・904・7705）

大学入試に伴う入校制限 
　平成30年度大学入試センター試験
および本学一般入試実施のため、会場
となるキャンパスへの入校を別表の通
りに制限します。なお、該当期間は課
外活動を行うことができません。

　また、１月13日㈯は全日休講とな
ります（12日㈮は通常授業）。

イベント

国際シンポジウム時空を超える〈言葉〉 
―神話の翻訳をめぐって― 

平成30年１月20日㈯
13時～17時30分
 渋谷キャンパス学術メディアセンタ
ー常磐松ホール
無料
不要

学術資料センター研究フォーラム 
戦前・戦後の沖縄写真 
―画像アーカイブの意義と活用― 

平成30年１月21日㈰
13時～17時
 渋谷キャンパス学術メディアセンタ
ー常磐松ホール
無料
 平成30年１月18日㈭までに本学ホ
ームページの申込フォームもしくは
往復はがきで。先着230名

　

ＬＬＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＣＬＬＬＬＣＬＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＬＣＬＣＬＬＬＬＬＣＬＬＣＣＣＣＬＣＣＣＬＬＬ
ＴＯＥＩＣ®学内テスト 
 ＬＬＣが団体受験特別制度（ＩＰ：
Institutional Program）として実施す
るものです。公開テストとＩＰテス
トのスコアの有効性はＴＯＥＩＣ主
催団体により同一とされています。
　※ 企業、大学等により基準が異なる
場合もあります
平成30年２月９日㈮
 12時50分集合、15時35分解散（実
際の試験時間は２時間）
 渋谷キャンパス（教室は試験１週間

前をめどにお知らせします）
3500円
本学在学生、先着250人
 平成30年１月25日㈭正午までに、
証明書自動発行機で証紙を購入し、
各キャンパスのＬＬＣに提出
▶ 渋谷キャンパス：ＬＬＣ（学修支
援センター相談室〈３号館3306
教室〉）

　▶ たまプラーザキャンパス：ＬＬＣ
ＹＯＫＯＨＡＭＡ　ＯＦＦＩＣＥ
（１号館304教室）

　※ 年末年始は事務室の開室時間が異
なるので、大学ＨＰで確認を

キャリアサポートアサポートキャキキキキャキキキャャャャャキキャキキキキキキキキキャキキキキキャャャャャキキキャャャャャャャャャキキキキキキキキキキキキキキャ アャリリリアリリアリアアアアアアアリアリリリリャリャャ アリリリリアアリアアアアャリアアアアアアアアリアリアアリリリリリリャャ ア ポアアササササポササポサポポポポポポポサポサポササササアサアサアアアサポサササササポポポポポアサポポポポポポポポサササササササササアアア ポートポポーートトトトーーポポーポポ トトトポ トトトトトポポポ トトトトトトトキキキキキキキキキキキキキキキキキキ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

面接＆グループディスカッション 
対策講座 

 就職活動において避けて通れない面
接や、面接では分からない個性を見
るためのグループディスカッション
（ＧＤ）は個人で対策が取りづらい

もの。講座では面接やＧＤ突破のポ
イントを解説し、自ら経験を積む実
践型トレーニングも行います。各回
とも同じ内容です。
 ・ 平成30年１月10日㈬３限また
は５限、11日㈭６限
３年生
※ 詳細確認・申し込みはＫ-ＳＭＡＰＹ
のキャリアサポートシステムから

日 時 立入制限区域等

１月12日㈮
入学試験準備日

17時以降 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
19時30分以降 120周年記念１号館
21時以降 120周年記念２号館、３号館、130周年記念５号館

１月13日㈯・14日㈰
入学試験当日 終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、

若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
※ 図書館は、１月12日：９時～22時、１月13日：10時～18時、１月14日：10時～18時で開館します
※１月12日17時～14日まで国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖されます

渋谷キャンパス
◆大学入試センター試験

日 時 立入制限区域等

Ａ
日
程

２月１日㈭
入学試験準備日 終日 １・２・３・５号館、体育館２月２日㈮・３日㈯
入学試験当日

たまプラーザキャンパス

日 時 立入制限区域等

Ｂ
日
程

２月24日㈯
入学試験準備日

終日 120周年記念１・２号館、130周年記念５号館
13時以降 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
17時以降 ３号館

19時30分以降 学術メディアセンター
２月26日㈪
入学試験当日 終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、学術

メディアセンター、若木会館、百周年記念館（地下２階・４階）
※２月１日17時～４日、24日17時～26日まで国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖されます

日 時 立入制限区域等

Ａ
日
程

２月１日㈭
入学試験準備日

終日 120周年記念１・２号館、130周年記念５号館
15時以降 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
17時以降 ３号館

20時30分以降 学術メディアセンター

２月２日㈮～４日㈰
入学試験当日 終日

120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号
館、学術メディアセンター（博物館を除く）、若木会館、
百周年記念館（地下２階、４階）
※若木タワー（２月２日㈮のみ立入制限とする）

◆本学一般入試
渋谷キャンパス ※博物館は２月２日、26日のみ休館

　
博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博博博博物物物博博博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館物物 館館館館物 館館館館館物物物

岡本太郎記念館協力 
企画展「いのちの交歓 
―残酷なロマンティスム―」 

平成30年２月25日㈰まで
　※ 12月26日㈫～平成30年１月５日
㈮、２月２日㈮は休館
 10時～18時（入館は17時30分まで）
博物館企画展示室・ホール
無料
　会期中に博物館が企画する各種イベ
ントは次の通り。（すべてのイベント
は無料。一部要申込）
▶ いのちのつながりを考える（要予約）
　  ドキュメンタリー映画「カレーラ
イスを一から作る」（出演：関野吉
晴／武蔵野美術大学関野ゼミ生、
監督：前田亜紀、96分）、トークセ
ッション：関野吉晴（探検家・医師）
×石井匠（博物館学芸員）

　 平成30年１月19日㈮
　 18時30分～21時
　  博物館ホームページの申込フォー
ムから、定員80人

▶音のいのちを考える
　  トークセッション「いのちの聲を
聴く」：雲龍（笛奏者）× 三上敏視

（音楽家／神楽・伝承音楽研究）
　 平成30年１月21日㈰
　 15時～16時30分
▶いのちとイノチの間を考える
　  トークセッション「いのちの裂け
目」（井賀孝《写真家・山伏》× 
井上亜美《映像作家・猟師》）

　 平成30年１月27日㈯
　 15時～16時30分
▶モノのいのちを考える
　  トークセッション「非生命のいの
ち」（田中望《画家》× 藤原彩人
《彫刻家》）

　 平成30年２月10日㈯
　 15時～16時30分

ミュージアムトーク特集展示「神仏に誓う 
―鳥羽藩御側坊主等起請文―」 
千々和到（文学部教授）特別講義  

平成30年１月20日㈯
14時～

ミュージアムトーク企画展 
「いのちの交歓」《太陽の塔》と 
《明日の神話》のいのち 

平成30年２月24日㈯
15時～16時
※ 博物館関連イベントの問い合わせは、
☎03・5466・0359まで



　　新刊『おれは一万石』では、逆
境にめげずにやりたいことを追いか
ける主人公が描かれています。座右
の銘の「夢はあきらめない」にもつ
ながりますね。
千野さん（以下、千野）　主人公の
大名の次男・正紀が、「やりたい」
と思ったことを叶えるために婿入り
するところから話が始まります。江
戸時代は今と違い、身分などが厳

しく統制された社会です。「やりた
い」と思ったことを実現するのは難
しい。ですが人間の心は、時には社
会を超えると思います。『おれは一
万石』でも「夢はあきらめない」と
いうことを表現しています。
　　「夢はあきらめない」は、人生
の中でどのように生きていますか。
千野　国学院大学には、小説家にな
りたいと思って入学しました。しか

し、そもそも文学部は小説家養成の
学部ではないので、現実的には厳し
かったです。その中で、小説家にな
るという夢を追いかけ、中学の教員
をしながら文学賞に応募し続けまし
た。そのおかげで小説家にはなれま
したが、まだ、自分の中で目指して
いる小説は書けていないと思ってい
ます。今も「夢はあきらめない」と
いう言葉は私の中で生きています。

　　学生にエールをお願いします。
千野　「何かをしたい」という思いは、
大小いろいろあると思います。どんな
に難しい夢でも持ち続ける限り、可能
性はゼロではない。「やりたい」と強く
思うのであれば、夢はあきらめずに持
ち続ければ良いと思います。
　　ありがとうございました。
 〈取材〉石原

　学問の師や人生の先輩たちが目指す理想の姿とは。彼らの人生を支える言葉とともに、目標とする大人像と人生
観を取材する。今回は10月に新刊『おれは一万石』シリーズ（双葉文庫）を出版した、院友で小説家の千野隆司さんに
人生の教訓を聞く。

夢はあきらめない
千野隆司さん （作家、昭49卒・82期文）

Miss&Mr.国学院が決定
　11月24日、渋谷
キャンパス百周
年記念館記念講
堂で、本学イベン
トサークルideed
（アイディード）
が主催し今年度の
ミス国学院とミスター国学院を決める「国学
院大学Miss & Mister contest 2017」が開
催された。観覧者などの投票の結果、ミス国
学院に西脇梨紗さん（外文３）、ミスター国
学院に青木雄大さん（経ネ３）が選ばれた。
　イベントでは、ファイナリスト男女５人ず
つがそれぞれ自らの個性をアピールしたほ
か、同サークルがプロデュースした音楽アー
ティスト・いつみさんのライブなどが繰り広
げられた。

ラグビー部

石シーウェイブスと対戦
　本学ラグビーフ
ットボール部は、
岩手県協賛による
ラグビーの「黄金
の國、いわて。」
プレゼンツ招待試
合に招かれ、12
月３日、釜石市球技場で釜石シーウェイブス
（ＳＷ）と対戦した。釜石SWはラグビート
ップリーグの第２部に相当するトップチャレ
ンジリーグに所属する。この試合は今年度か
ら岩手県が行うトップスポーツチームとの
連携の一環で一般に無料で公開された。試
合は、後半に１トライ１ゴールを挙げたが
7-50で同部が敗れた（写真同部提供）。
　また、試合を前に選手たちは、東日本大震
災で被災した釜石市街などを視察、犠牲者に
黙とうを捧げた。

硬式野球部

小学生を招き野球フェスタ
　11月19日、たま
プラーザキャンパ
ス野球場で硬式野
球部が主催する
「野球フェスタ」
が行われ、近隣の
小学生とその保護
者が多数来校した。この企画は、同部が主催
し、運営を部員たちが行う。小学生たちは、
キャッチボールやストラックアウト、トスバ
ッティングなどに挑戦し、人工芝の広い野球
場には、ボールを追いかける子供たちと学生
の歓声が響き渡った。

　メニュー考案はもちろん、
ポスター作成・SNSでの宣
伝など初めてのことで苦悩し
ました。学食関係者も巻き込
んでの企画で、プレッシャー
も大きく、不安から一時期は
「和」の前を通ることすら怖
かったです。
　コラボメニューの販売後、
SNSを中心に大きな反響を
いただいたときは、企画がつ
いに実現したことに感動しま
した。

　学食研で半期に一度発表し
ている学食ランキングで常
に上位にいる国学院大学の
「和」でメニューを作りたい
という思いがありました。創
立18年目の学食研ですが、
他大学との共同企画の経験は
ほぼありません。関係者の全
面協力のおかげで、不安は期
待に変わっていきました。今
回はバトルに負けましたが、
次こそはリベンジを果たし、
勝利します！

　今回のような共同企画は
「和」として、初めての試み
でした。
　普通、ごはんの上に乗って
いるローストビーフをうどん
に載せるという発想には驚か
されました。甘いたれがベー
シックなローストビーフを、
わさびたれを使った味付けに
仕上げたのも独特です。この
ような学生ならではの斬新な
提案に出合い、非常に刺激に
なりました。

学生アドバイザー
尾澤 桃子さん

早稲田学食研究会
木寅 皓介さん 奥田 晨生さん

和（NAGOMI）店長
坂入 信輔さん

　平成29年度講道館杯全日本柔
道体重別選手権大会が11月11日
・12日に、千葉ポートアリーナ
（千葉市）で開催された。本学
柔道部の部員、院友では8人が出
場し、男子81㎏級で糸井滉平選
手（大阪府警、平28卒・124期
法）が３位に入った。
　糸井選手は、初戦から安定した
試合運びで１回戦から勝ち進ん
だ。準決勝で敗れたが、３位決定
戦で同大会優勝２回の長島啓太選
手（日本中央競馬会）を延長戦の
末に退けた。

　このほか、男子60kg級に藤阪
泰恒選手（健体３）、同66㎏級に
久家寛己選手（法４）と中川直治
選手（セントラル警備保障、平
29卒・125期神文）、同73㎏級に
島田隆志郎選手（健体２）と大畑
侑介選手（宮崎県警、平25卒・
121期経）、同90kg級に二見省吾
選手（経３）、北野裕一選手（パ
ーク24、平25卒・121期経営）
が出場。島田選手が２回戦で、五
輪メダリストの海老沼匡選手（パ
ーク24）に敗れるなど上位進出
はならなかった。

院友 糸井選手が81㎏級３位院友 糸井選手が81㎏級３位
柔道・講道館杯柔道・講道館杯
柔道部

男子81㎏級で３位に入った糸井選手

初の試みとなった本学と早稲田大学による「学食バトル2017」。
本企画に込めた思い、そして次回への意気込みを両大学の学生、
舞台となった「和（NAGOMI）」の店長に迫った。〈取材〉本間

学食バトル 企画者の声学食バトル 企「大きな反響に
驚き」

「大きな反響に
驚き」

企画者の声企

「次こそリベンジ！」
「次こそリベンジ！」
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● 編集　総合企画部広報課／学生アドバイザーメディアチーム［永井伶奈（日文４）／尾澤桃子（法３）／本間由（日文３）／柳下桂一郎（史３）／後藤哲冶（日文２）／山本莉紗子（外文２）／石原
礼菜（日文１）／鈴木亜美（日文１）］

K:DNA　　創立135年目を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える

ちょっと寄り道ちょっと寄り道

学食バトル2017

　今年、ゴールデンウイーク明けにオープンした焼
きそば専門店「テッパンキッチンHIROO」。目の前の
鉄板で調理される焼きそばは、もっちりとした中太
麺に、16種類の調味料を使ったオリジナルソースが

絡む。学生には
目玉焼き、大盛
り、小ライスの
いずれかのサー
ビスがある。こ
だわりのつまっ
た焼きそばはや
みつきになるこ
と間違いなし！
 〈取材〉山本

オリジナル焼きそば￥850
目玉焼きトッピング￥50（学生は無料）

オリジナルソースでいただく焼きそば

東京都渋谷区東4-9-10 KS広尾ビル１階
渋谷キャンパスから徒歩１分
渋谷駅から徒歩17分
連絡先：03-6427-9447
定休日：日曜日
営業時間：［昼］12:00～15:00
　　　　　［夜］17:00～22:00（LO 21:30）

JR
渋
谷
駅

テッパンキッチン
HIROO

渋谷キャンパス
東交番前 広尾三丁目

学術メディアセンター

世田谷
にも

あります
!

明
治
通
り

テッパンキッチン HIROO

霜田優美さん（外文４）
　大学生活の集大成である卒論を
完成させた霜田さん。途中でテ
ーマを「特別支援教育」に変え
たが、「計画性を持って進められ
た。研究はこれからも続けたい」
と清々しい笑顔で語る。春からは
教職に就く霜田さん。春に備え勉

強も続けながら、友人たちと卒業旅行をするなど、
残りの大学生活を謳歌したいという。 〈取材〉山本

卒業論文、ついに完成！

今の大学生をき
りとる

　本学と早稲田大学の学生による
「学食バトル2017」が本学渋谷キ
ャンパス学食「和（NAGOMI）」を
舞台に繰り広げられ、販売数231食
対210食の僅差ながら本学考案の
「ゆず豆乳うどん」が初代王者に輝

いた。11月20日に渋谷キャンパス
３号館前特設ステージで開催された
結果発表イベントに臨んだ両大学の
学生は、「〝国早戦〟として定着させ
たい」と意欲を語った。
　今回が初の試みとなる学食バトル
は、本学の魅力発信をしている学生
広報団体「学生アドバイザー」と、
日本最古の学食研究サークル「早稲
田大学学食研究会」の共同企画。讃
岐うどんを使ったオリジナルメニ
ューとして、学生アドバイザーが
「ゆず豆乳うどん」・学食研が「ロ

ーストビーフうどん」（ともに500
円）をそれぞれ考案。「和」で13～
17日の５日間提供され、その販売
数で勝敗を競った。結果発表では、
両大学の学生が企画の主旨や団体の
活動内容を説明後、両大学マスコッ
トキャラクターの「こくぴょん」と
「WASEDA BEAR」が登場し、バト
ルの勝敗を記したボードを掲げ本学
の勝利を伝えた。初代王者のゆず豆
乳うどんは27日から数量限定で再
販売された。企画に携わった学生ア
ドバイザーは次の通り（敬称略）。

逸見佳歩（外文４）、尾澤桃子（法
３）、豊田菜々美（日文２）、石原礼
菜（日文１）
 【Ⅱ面関連記事】〈取材〉尾澤

LOSE
早稲田大学早稲田大学

国学院大学国学院大学

本学学生
考案

【ローストビーフう
どん（冷）】

【ローストビーフう
どん（冷）】

早大のスクールカラ
ー「えんじ

早大のスクールカラ
ー「えんじ

色」にちなみ、迫力満
点のロース

色」にちなみ、迫力満
点のロース

トビーフを贅沢にの
せた一品。

トビーフを贅沢にの
せた一品。

わさびにオリーブオ
イルを合わ

わさびにオリーブオ
イルを合わ

せた特製ソースが、
味にも彩り

せた特製ソースが、
味にも彩り

にもアクセントを加
える。

にもアクセントを加
える。

初代王者は初代王者は
ゆず豆乳うどんゆず豆乳うどん

【ゆず豆乳うどん（
温）】

【ゆず豆乳うどん（
温）】

テーマは、本学の
イ

テーマは、本学の
イ

メージである「和
」。

メージである「和
」。

ショウガの効いた
豆

ショウガの効いた
豆

乳ベースのスープ
に

乳ベースのスープ
に

はたっぷりの野菜
が

はたっぷりの野菜
が

入っており、上にの
る

入っており、上にの
る

ゆずの香りも食欲を
そ

ゆずの香りも食欲を
そ

そる。寒いこの時期
に

そる。寒いこの時期
に

ちょうど良い、身も
心

ちょうど良い、身も
心

も温まる一品だ。も温まる一品だ。

早稲田大学学食研究会
2017年後期学食ランキング

１位 東洋大学
６号館B１学生食堂

２位 国学院大学
和（NAGOMI）

３位
千葉商科大学
The University 
DINING
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